
古

清

規

1こ

つ

陀 、

て

大

石

守

雄

中
國

の
輝
宗

は
初
祀
達
摩
、

二
祀
慧

可
、
三
組
鱈
燦

の
間
は
主

と
し
て
頭

陀
を
行
じ
、
長
く

一
麗

に
定
佳
せ
ず
・
叉
多
籔

の
弟
子

と
共
に
な
る
こ
と
も
・

な

い
生
活
を
な
し
て

い
た
か
ら
・
暉
宗

と
し
て
の
行
持
作
法
も
定

め
ら
れ
る

こ
と
は
な

か
つ
た

の
で
あ
る
が
、
始

め
て
清
規
な

る
も

の
が
現
れ

た
の
は
、

四
祀
道
信

(
五
八
〇
ー

六
五

一
)

か
ら
五
代

目
百
丈
懐
海

(
七
四
八
ー

八

一

四
)

の
手
虹
依

て
漸

く
成
文
化
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

私

は
そ

の
淵
源

は
恐
ら
く

四
祀
・

五
租
に
遡

つ
て
求

め
ら
る
べ
き

も
の
で

あ
る
と
思

ふ
。
そ
れ
は
そ
も
そ
本
清
規

の
如
き
生
活
規
範

は
集
團
生

活
の
申

に
於
て
胎
生
す

る
も

の
で
あ
ら
う

し
、
ま
た
集
團
生

活
の
規
制
を
大
き
な
役

割

と
し

て
持

つ
も
の
で
あ
ら
う

と
考

へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
百
丈
懐
海

が
溜
規
を
創
め
た
時
、
そ
れ
が
全
く
百
丈
自
身

の
濁
創

に
な

る
も

の
で
あ
つ

た
筈

は
な
く
、
既

に
集
團
的
修
行
生
活
の
久

し
い
歴
史

を
持

つ
て
い
た
叢
林

に
現
れ
た
生
活
規

定
を
と
つ
て
彼

の
清
規

の
根
幹

と
な

し
た
で
あ
ら
う

こ
と

は
容
易

に
推
測
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
四
租
、
五
阻
會
下

の
修
行
生
活

に

つ
い
て
は
明
確
な
る
資
料

が
存

し
な

い
。
唯

六
十
年
間
五
百
餓
人
が
常
に

む

む

む

む

む

同

一
庭
に
在
つ
て
團
謹
生
活
を
し
て
い
た
と
い
ふ
多
人
と
多
年
と
の
二
事
實

古
涛
規

に
つ
い
て

に
基

づ

い
て
・
そ

の
入

々
が
長
期
に
わ
た
り
信
施

の
み
に
頼

り
得
る
こ
と
も

,

な
か
ら
う

し
、
官
給

が
あ
つ
た
わ
け
で
も
な

い
か
ら
、
自
然
に
自
給
自
活

の

方
法

に
依

て
輝
修
行
を
な

し
、
從

つ
て
自
治
的
な
生
活
機
構
も
成
立

し
て
い

た

の
で
あ
ら
う
と
思

ふ
。
私

は
此
庭

に
輝
宗

の
清
規

の
内
容
と
な

る
も

の
が

ー

(註
」
)

脇
胎

し
て

い
た
歴
史

的
必
然
性
を
認
め
得
る
と
思

ふ
。

斯
く
見
る
と
叢
林
に
於
げ

る
生
活
規
範
は
黄
梅
弘
忍

(
六
〇

一
ー
六
七
四
)

が

の
會
下
に
至

る
間

に
そ

の
形

を
と
つ
て
來
た
も
の
で
、
そ
れ
が
更
に
大
鑑
慧

能

(六

三
八
ー
七

=
二
)
、
及
び
南
嶽
懐
譲

(
六
毛

七
ー

七
四
四
)
、
馬

租
道

一

(
七
〇
九
-

七
八
八
)、

と
脛

て
百
丈
懐
海
に
至

つ
て
始

め
て
成

文
化
さ

れ
た

も

の
と
い
う

こ
と
が
出

來
よ
う
。
由処
が
古
來

よ
り

(註
2
)

一
日
不
レ
作

一
日
不
レ
食
之
言
流
三
播
簑
宇
一
莫

と
傳

へ
ら
れ

(詫
3
)

輝
門
濁
行
由
二
百
丈
之
始

一

と
構

せ
ら
れ
る
。
百
丈
懐
海

の
制
定
せ
ら
れ

る
所
を
編
纂

せ
る
清
規
書
が
存

在

し
、
繹
苑
清
規
以

下
現
存
清
規
書

の
基
礎
と
な

っ
た

の
で
あ
る
が
、
今

目

で
は
不
幸
に
し

て
散
侠

し
て
居

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
付

い
て
は
木
村

静
雄

(
註
4
)

氏
が

「古
清
規
序
」
に
景
徳
傳
燈
録

(
一
〇
〇
四
)
毬
六
百
丈
懐
海
輝
師
の

「暉
門
規
式
」

と
、
現
存
最
古
の
清
規
書
の
輝
苑
清
規

(
コ

〇
三
)
巻
†

八

一

塾



輝

學

研

究

の

「
百
丈
規
縄
碩
し
と
、
更
に
勅
修
百
丈
清
規

(
一
三
三
六
)

・巻
四
の
楊
億

述

「
古
清
規
序
し
等
に
依

て
交
献
的
考
…誰
を
し
て
居

ら
れ
る
が
、
其

の
他
大

同
小
異
と
は
云

へ
、
景
徳
傳
燈
録

に
遡
上
る

こ
と
十

六
年
に
賛
寧
撰
宋
高
曾

像
…
(
九
八
八
)
巻
十

「
唐
新
呉
百
丈
懐
海
傳
」
又
同

じ
賛
蜜
述

の
大
宋
鱈
史

略
巻
上

「
別
立
二
暉
居

こ

に
本
述

べ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

然

る
に
そ

の
百
丈
清
規

は
全
く
失

は
れ
、
早

く
か
ら
餅
…に
傳
は
ら
な

い
。

(
聾
5
)

勅
修

百
丈
清
規

の
雀
末

の
百
丈
山
東
陽
徳
輝

の
蹟
文

を
見
る
に
、
詔

を
受
け

て
之

を
編
む

に
當
り
、
宗

蹟

の
揮
苑
清
規

八
=

〇

三
)

と
、
惟
勉

の
叢
林

(
註
7
)

(
註
6
)

校
定
清
規
繍
…要

(
一
ご
七
四
)
と
、
・弍
威

の
暉
林
備
用
清
規

へ
一
三

一
一
)
の

三
清

規
に
擁

り
、
然
も

百
丈
清
規
行

手

世

}久
突
。
縣
レ
唐
迄
ソ
今
、
歴
代
沼
革
不

レ同
、
縄
因
レ
時

而
損
釜
、
有

レ
不

冤

焉
。
往

々
諸
本
難
・出
蘭
ジ
知
一
適
從

一賜
者
惑

レ之
。
異

時

一
山
萬
繹
師
、

致

二書
先
雲
翁

一約

二
先
師

圏共
捌
修
刊
正
、

以
立

三

代

典

婁

、
無
・
何
三
翁

先
後
皆
化
去
。
匿
樋
蠣
欲
レ
縫
二
其
志

一而

未
レ能
也

.
・

:
受

レ
命
以
來
肇
求
二
初
本
一
不
ソ
及

レ見

と
去
て

い
る
の
を
見
れ
ば
、
百
丈
清
規
は
傳
爲

の
間

に
諸
本
が
…難
出

し
、
異

字
異
文
が
多
く
な

つ
て
、
適
す

る
所
を
知

ら
な

い
程
に
な
り
、
百
丈
清
規

の

原
本
は
、
既
に
散
逸
し
た
か
ら
、

三
清
規
に
依

る
外
無
か

つ
た

こ
と
を
示
し

て

い
る
。
又
同
書
の
巻
朱

の

一
山
暉
師
書
な

る
交
に
依
れ

ば

頁
丈
晦
機
嘗
絨
二
至
彼
中
奮

清
規

閲
ソ
之
其
間
紙
纏
殊
甚
約

共
捌
修

と
あ
る
か
ら
、
晦
機
元
煕

(
=

;
一
八
1

=
一二

九
)
が
百
丈
山

に
住

し
た

頃

に

は
、
猫
未
だ
百
丈
清
規
が
、
百
丈
山

に
あ

つ
た
の
で
之
を
彼

の
中
の
奮

清
規
と

去
ふ
の
で
あ
ら
う
。
そ

し
て
そ
れ
を
晦
機

が

一
山
萬
に
邊

つ
た
の
で

まあ

る
が
、
紙

纏
が
多

か
つ
た
か
ら
捌
定

し
て
刊
行
ぜ
ん
と
し
邊

に
果
さ
な
か

つ
た

の
で
あ
る
。
勅
修
頁
丈
渚
規

を
編

し
た
寅
陽
徳
輝

は
、
晦
機
を
先
師

と

八
二

構
す

る
の
で
あ
る
が
、
徳
輝
が
百
丈
山

に
佳
し
た
時
に
は
、
百
丈
清
規

は
も

は
や
無
か

つ
た
と
見
え
る
。

こ
れ
は
如
何

に
も
あ
ま
り
早
く
失

は
れ
過
ぎ
た

様

で
あ

る
。
晦
機

自
身

の
延
蕨
元
年

(
一
三
三
四
)
に
書

い
た
記
が
、
勅
修

百
丈
捨
…規

の
雀
末

の

一
山
繹
師
書

の
末

に
あ

る
が
、
こ
れ
は
威
淳
の
間

(
顧

ご
六
五
1

=

一
七
四
)

に

一
山
兄

と
小
弟
攣

と
雲
屋
兄

と
相
會

し
た
が
、
今

二
人
死

し

:
.
・欲
下
將
二
古
規
一刊
正
立
串
一
代
典
章
上
今
誰
同
睦
心
哉

,
と
云
つ
て
い
る
か
ら

一
二
六
五
ー

一
二
七
四
年
頃
迄

に
は
百
丈
清
規
が
存

レ

徳
輝
が
勅
修
百
丈
溜
規
編
纂

の
勅
命
を
受
け

た
元
統

三
年

(
一
三
三
五
)
に

は
既

に
無
く
な

つ
て

い
た
と
云
う
こ
と
に
な

る
。
即
ち
約

六
十
年

の
間
に
失

は
れ

た
こ
と
に
な

る
。

然
ら
ば
酉
丈
由

に
は
、
晦
機

の
時
、
百
丈
清
規
が

一
本
し
か
無

か
つ
た
様

に
見
え

る
の
で
あ
る
。
渚
規

は
寺

々
の
事
情

や
、又
そ
れ
を
行
う
人

の
境
遇
・

性
格
な
ど
で
攣
化
せ
ら
れ
易

い
か
ら
百
丈
清
規
が
天
下

に
行

は
れ
な
が
ら
、

百
丈
清
規
そ
の
ま

」
で
な

か
つ
た
爲
め
に
、
百
丈
溝
規

の
窩
本
が
他
所

に
は

無

か

つ
た

の
で
あ
ら
う
。
夢
に

こ
れ
は
又
百
丈
自
身
が
只
自

己
の
開
創
せ
る

叢
林

に
自
己

の
抱
懐

せ
る
理
想
を
實
現
せ

ん
と
さ
れ
た

の
み
で
之
を
全
叢
林

に
及
さ

ん
と
す
る
様
な
野
心
が
無
か

つ
た

の
と
、

一
は
そ

の
精
紳

の
あ
ま
り

に
純
輝
峻
巖

な
爲
め
普
遍
性
を
危

ま
れ

た
爲

め
で
は
な
か
ら
う

か
と
想
敏
さ

-
れ

る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
修
行
中
心
な

る
こ
と
や
、
犯
罪
者

の
損
出
法
な
ど

記
さ
れ

て
い
る
黙

よ
り
云

へ
る
と
思
う

。

又
威
淳
年
間

(
一
ご
六
五
-

=

一
七
四
)
以
前
に
出

來
た
暉
苑
清
規
、
叢

林
校
定
清
規
総
要

の
序
文

を
見
る
に
、

甘
丈
規
縄
。
可
謂

新
條
特
地
。

(課
苑
漕
規

)

叢
林
清
規
。
百
丈
大
智
揮
師
己
詳
。
但
時
代
浸
遠
.
後
人
有
從
簡
便
。
塗



㌻

'

至
循
習
。
錐
諸
方
或

不
同
。
然
亦
未
嘗
違
其
大
節
也
。

.

.
:
吾
氏
之
有
清

規
。
猶
儒
家
之
有
禮
経
。
禮
者
從
宜
因
時
損
釜
。
此
書
之
所
纈
天

智
而

作

也
。

(叢
林
校
定
濤
規
総
要
)

等
と
言
ひ
、
古
清
規

の
實
在
を
明
白

に
實
誰
す
る
語
句

は
見
當
ら
な

い
の

で
あ
る
ρ
此
等

は
個
れ
も
古
清
規

の
由
來
す

る
所
が
百
丈

に
あ
る

こ
と
を
述

べ
、
己
が
出
糠
を
明
か
に
し
た

に
過
ぎ
畷

い
の
で
あ
る
。

口

爾

束
百
丈
清
規

の
原
本

は
見
ら
れ
な

い
こ
と
に
な

つ
た
。
從

つ
て
現
今
古

來

の
百
丈
清
規
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

つ
た
か
は

「
輝
門
規
式
」
、「
古
清
規
序
」

等

に
依

て
推
定
す

る
外
は
な
●い
の
で
あ
る
。
然
し

て
輝
苑
清
規

の
総
尾

に
百

丈
規
縄
顛
と
し
て

「
暉
門
規
式
」

の
全
文
を
暴
げ
、
そ
れ
を
十

一
又

は
十

二

段

に
分
ち
各
段
に
顛
を
付
し
て

い
る
。
但
し
十

二
段

は
更
に
他

の
丈

と
共

に

一
段
を
な
し
、
家

い
で

三
十
段

の
文
と
頽
と
を
雛
げ

て

い
る
。
此

の
段
落

に

從

つ
て
文
献

的
考
謹
を
試
み

つ
玉
宋
高
僧
傳
、
大
宋
僧
史
略

の
文

と
封
照

し

て
百
丈
古
清
規

の
丙
容
を
推
定
し
て
見

た
い
。

(
便
宜
上
輝
苑
清
規

の
百
規

縄
類
を
底
本
と
し
て
、
景
徳

傳
燈
録
毬

六
百
丈
傳

の
輝
門
規
式
を
傳
燈
本
。

勅
修
百
丈
清
規
雀
四

の
古
清
規
序
を
勅
修
本

と
呼
ぶ

こ
と

玉
す

る
)
。

(
一
)

の

鞍
百
丈
大
智
暉
師
。
以
下琿
宗
肇
宮
二
少
室

一至
一曹
漢

一
巳
來
。
多
居
二
律
・

(
三
)

(
二
)

寺

一。

錐
一副

別
す
院

、

然
於
二
読
法
佳
持

一
、
未
よ
合
二
軌
度

一故

。

常

爾

(
六
)

(
五
)

(
四
)

介
レ
懐
。
乃

日
。
稲
宗
之
道
欲
二
誕
布
7
化

。

翼
二
其
將
來
永
不
7
混
者
。

峯

輿
二諸
部
饗
駿

鶴

藁

"畿

魑
灘

蠕

或

日
。
鍮
…伽
論
饗
務
経
。
是
大
乗
戒
律

。
何

不
一一依
随

一耶
。
師
日
。
吾
所
レ

宗
非

レ局
二
大
小
乗
一
。

非
ソ
異
二
大
小
乗
一
。

當

下博
約
折
中
設
=
於
制

範
榊

務
巾
其
宜
上
也
。
於
ド
是
創
レ
意
別
立
二暉
居

一。

・

古
清
規

に
つ
い
て

(
一
)
傳
灯
本
勅
修
本

に
な
し
o
(
二
)
傳
灯
本

に
な
し
、勅
修
本

に
は

「
雅
レ
列
二
別
院
凶」

と
あ
る
。
(
三
)
傳
灯
本
、
勅
修
奉
は

「
規
」
と

し
て

い
る
。
(
四
)
灘
宗
之
道
を
傳
灯
本

は

「
胆
之
通
」
、

勅
修
本
・

は

「
佛
弧
之
道
」

と
し
て

い
る
。
(
五
)
傳
灯
本
勅
修
本
は
「
牝
元
」

と
す

る
。
(
六
)
傳
灯
本
勅
修
本

は

「
翼
來
際

不
混
者
」

と
あ
る
。

(
七
)
勅
修
本

に
は
割
註
な
し
。

(
八
)
勅
修
本
傳
灯
本

に
は

「
胡
」

と
あ

る
。

宋
高
曾
簿
に
は

海
既
居

b之
暉
客
無
二
遠
不
P
至
。
堂
室
隙
突
。

且
日
。
,吾
行
二
大
乗
法
一量

宜
下
以
二
諸
部
阿
笈
摩
教

一爲
甲
随
行
上
耶

。

或

日
。

楡
伽
論
環
路
纒
是
大
乗

戒
律
。
胡
不
二依

随

一手
。
海
日
。

吾

於
二
大
小
乗
中

一博
約

折
中
。

設
レ
規

務
麟
二
於
善

一焉
。
乃
創

レ意

不
レ
循
二律

制
一
別
立
二
輝
居

一
'

と
あ
る
如
く
、
特

に

コ
〈
・レ
循
二律
制

一別
立
二
輝
居

こ

と

な
す
か
ら
、

繹

院

の
藩
規

が
從
來

の
律
に
擦

つ
た
も

の
で
な

い
こ
と
を
明

示
し

て
い
る
。
更

に
又

火
宋
僧
史
略
に
は

。

ー

達
磨
之
既
行
。
機

鋒
相
構
者
唱
和
。
然

其
所

紀
之
衆
唯
陥
レ
寺
別
-院
而
居
や

且
無

二異
制

一。
道
信
暉
師
住

二東
林
寺

一。
能
輝
師
住

こ廣
果
寺

一。
談
輝
師

佳
ご
白
馬
寺

一。

皆

一
例
律
儀

。

唯
滲
撃
者
或
行
二
杜
妬
糞
掃

一
五
納
衣

爲
γ

異
耳
。

と
あ
る
。
少
室
山

の
初
阻
達
摩
以
來
六
阻
曹
翼
慧
能

に
至
る
ま
で
律
寺
に

居

た
と
云
は
れ

る
が
、
實

は
さ
う

と
の
み
は
云

へ
な

い
の
で
は
な

い
か
。
津
脚、

摩

は
晩

年
九
年
間

は
嵩
山
少
林
寺

に
居
た
が
、
そ
れ
以
前

長

い
間

は
伺
塵
に

居
た

の
か
釧
明

し
な

い
。
少
林
寺

は
も
と
く

佛
陀
蹟
陀

の
灘

の
道
場
と
レ

て
建

立
せ
ら
れ
た
も

の
で
、
必
ず

し
も
律
寺

で
は
な

い
。
二
組

は
初
阻
に
少

く
と
も
九
年
間

は
少
林
寺
で
照
從

し
た
が
其
以
後
は
鄭
都

に
出
で
、
而

も
何

八
三



輝

學

研

究
、

塵

に
居

た
か
明
確
で
は
な

い
。
北

齊
。
北
周

の
破
佛

の
時
六
年
間

ば
箭
州

院

公
山

に
在

て
山
谷
寺
附
近
に

い
た
が
、
再
び
郷
都
に
齢
り
、
其
際
も
何
慮

に

居

た
か
知

ら
れ

て
い
な

い
。

三
祀

は
鄭

都
に
も

い
た

で
あ
ら
う

と
思

は
れ
る

が
、
其
後

は
二
祀
と
共

に
院
公
由

に
在
り
て
濁

り
居
残

つ
て
司
室
山

の
附
近

を
往
來
し
て

い
た
ら

し
い
。
初

祀
、

二
祀
、
三
祀
は
主
と
し
て
頭
陀
行
を
な

し
て
居
た
か
ら
同

一
寺
に
永
住
す

る
と
か
、
大
衆
を
集

め
て
接

得
す

る
と

か

後

世
爲
さ
れ
る
如
き

こ
と
を
爲

し
た

の
で
は
な

い
。
從

つ
て
律
寺

に
居
た
と

は
云

へ
な

い
。

四
祀
と
五
閥
と
は
主
と
し
て
黄
梅

の
讐
峯
山

に
佳

し
て
、
寺

が
律

に
基
付

い
て
出
來
て
居

る
酷
で

一
般

の
寺

を
指
す
意
味

で
あ

る
と
す
れ

ば
、
寺

に
居
佳
す
れ
ば
皆
律
寺

に
居
佳
し
た

こ
と
に
な
る
。

結
局
初

租
以
來
輝
宗
寺
院
と

し
て
の
特
別

の
寺
院
が
無
か
つ
た
か
ら
、
便

宜

上

一
般
的

の
寺
院

の
中
に
在

つ
て
而
も
院

を
分

っ
て
居
た

の
で
あ
る
と
云

う

意
味
に
見
れ
ば
よ
い
で
あ
ら
う
。
然
し
四
祀
、
五
閥
は
殆

ど
同

一
庭
に
居

る

こ
と
六
十
絵

年
で
あ
り
、
常

に
五
百
人
、
千
人

の
會
下
を
擁

し
て
居
た
か

ら
・
恐
ら
」く
此

の
間
に
輝
宗

と
し
て

の
特
有

の
行
持
が
行
は
れ
、
儀
式
作
法

も
整

へ
ら
れ
る
に
至

つ
た

の
で
あ
ら
う

。
六
祀
も
曹
[漢
山

に
於

て
之
を
承
け

之

に
微
う

た
で
あ
ら
う

し
、
南
嶽
を
経
て
馬
祀

に
な
れ
ば
八
百
人

の
會
下
を

(註
8
)

容

れ
セ
、
殆

ど
輝
的
道
場
と
し
て
の
凡

て
は
成
立
し
て

い
た
の
で
あ
ら
う
。

然

し
此
庭
で
は
要
す

る
に
、
規
矩
が
確
立
せ

ぬ
た
め
に

一
部

の
者

は
律
院

に
居

た

の
で
あ
ら
う
か
ら
、
、た

と
ひ
院

を
別
に
し
た

に
し
て
も

全
艦

と
し
て

は
・
律
制

に
準
ず
る
爲
に
、
輝
宗
的
に
は
軌
度

に
合

し
な
か
つ
た
か
ら
「
非

レ

局

二
大
小
乗
一非

レ異
二
大
小
乗

一當
下
博
約
折
中
、
設
二
於
制

範
一務
中
其
宜
上
也
」
。

に
て
全
く
新

し
い
清
規
を
作
り
暉
院

の
濁

立
を
な

し
た

の
で
あ
る
。
此

の
鮎

に
於
て
百
丈
清
規

は
薪
新
的

な
意
義

が
あ
る
も
の
で
あ
り
・
此
庭

に
輝
宗
が

完

全
に
麦
那
佛
教
化
さ
れ
た
と
云
は
れ
る
と
思
う
。

八
四

(
輔
)

口

凡
具
二
道
眼

肴

二可
・
蓮
之
徳

暑

。
醗

日
二長
老

一。
如
下
西
域
道
高
臓
,

(
二
)

,長
呼

二
須
菩
提

一等
之
謂
上
也
。
既
爲
一花

主

一印
塵
二
方
丈

一、
同
二
澤
名
之
瑠

室

一、
非
二
私
寝
之
室

一也

(
一
)
傳
灯
本
勅
修
本

に
は

「
算
」

と
あ
る
。

(
二
)
勅
修
本

に

は
・

「
即
」

と
あ

る
。

宋
高

曾
傳

に
は

初
自
二
達
磨
傳
レ
法
至
7
六
-
租
已
來
。
得
二道
眼

一者
。
號
二
長
老
幻
同
三
西
域
、

道
高
臓
長
者
呼
一須

菩
提

一也
。
叉
長

老
犀

芳

丈
幻
同
ご維
摩
之

一
室

一也
。,

と
あ
る
。
長
老
は
小
乗
律

で
は
僧
臓
十
年
以
上

の
も
の
で
あ

る
が
、
西
域

印
度

で
は
臆
高
き
者
を
須
菩
提

と
課
し
て
善
吉
、
叉

は
善
現
と
云
は
れ
、
佛
「

弟
・子
中

で
須
菩
提
は
解
定
第

一
と
去
は
れ
、
又
無
謬

三
味
を
得
る
こ
と
最
第

一
と
云
は
れ

る
馳
よ
り
起

つ
た
の
か

と
思
は
れ
る
。
或

は
経
典
に
常

に
長
老
・

須
菩
提

と
あ

る
か
ら
長
老

が
帥
ち
須
菩
提

と
繕

せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
と
云

つ

た
の
か
も

し
れ
な

い
。

つ
ま
り
佳
持
た
り
得
る
も
の
を
長
老
と
構
す

る
理

で

其

の
居
室
を
方
丈
と
名
付
け
た

の
で
あ
る
。
方
丈

は
維
摩
、
澤
各

の
室

に
レ

て
私
寝

の
室

で
は
な

い
の

で
あ

る
。

-

(
一
)

(
二
)

…日

不
レ
立
佛
殿

一唯
構
二
法
堂

一者
表
二佛
閥
親
受
當
代
爲
"
奪
也

(
一
)
傳
灯
本

勅
修
本

は

「
樹
」

と
あ
る
。

(
二
)
傳
灯
本
勅
修
本

は
・

「
親
囑
」

と
あ
る
。

宋
高
慣
傳

に
は

不
γ
立
二
佛
殿

「唯
樹
二
法
堂

】表
三
法
超

こ
言
象

一也
。

と
あ

る
。

こ
れ
は
輝
院

の
構
造
を

云
つ
て
居

り
佛
殿
を
設
け
ず
し
て
法
堂
コ

の
み
を
置
く

の
を
一云
う

の
で
あ

る
。
法
堂

は
佳
持
長
老
の
上
堂
陞
座
を
な
す

所
で
、
佛
閥

よ
り
親
し
く
受
け

て
當
代

の
佳
持
長
老
が
奪

と
せ
ら
れ
佛
租
に

代
は
る
を
表

は
し
て
居
る
の
で
あ

る
。

こ
れ
幡
馬
祀

の
去
う
、
帥

心
帥
佛

の



考

へ
を
具
騰
化
し
た
も

の
で
あ
ら
う
と
思

は
れ
、
達
摩
以
來

の
輝
者
の
意
氣

,
で
あ

り
、
叉
悟
境

で
あ

つ
た
も

の
で
あ

る
。
然

し
當
時
す
べ

て
の
叢
林

が
新

し
く
建

て
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う

し
、
以
前

か
ら
の
佛
殿
が
存
す

れ
ば
叢

林

に
於

て
も
佛
殿
行
事

は
自
然
に
行

は
れ
た

ζ
と
で
あ
ら
う
し
、
又

一
般

に

佛

殿
そ

の
も
の
の
存
在
意
義

も
認

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
が
、

と
も

か
く
百
丈

の
根
本
趣
旨

と
す

る
と
こ
ろ
は
佛
殿

よ
り
も
法
堂
を
主
と
す

る
も

め
で
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。(

一
)

四

所

レ嚢
學
衆
。
無
二多
少

二
無
二
高
下

叩
審
入
二
僧
堂
中

一依

二夏
次

一安
排

(
二
)

設

二長
蓮
鉢

}櫨

架
掛

ご搭
道
具

u

、

(
一
)
傳
灯
本
勅
修
本

に
は
な
し
。

(
二
)
傳
灯

・
勅
修
爾
本

に

は

「
施
二
櫨
架

一」

と
あ

る
。

宋
高

僧
傳

に
は

マ
ハ
不
レ論
二
高
下

一入
二僧
堂
↓
堂
中
設
二長
連
躰

}施
二楯
架

一桂
二
搭
道
具

一

大
宋

僧
史
略

に
は

有

百
丈
山
暉
師
懐
海
幻
創
ド
意
経
論
。
別
立
ご
通
堂

一布
こ
長
蓮
躰

ゆ闘
二
其

坐

輝
鴫
又
高
木
爲
=櫨

架
一凡
百
道
具
悉
懸

一其
上

一所
謂
龍
牙
代
上
也
。

　

と
あ

る
。
法
堂
に
次

い
で

躍
衆
を
中
心
と
し
て
叢
林
の
全
成
員
が
共

に
坐

暉

を
修
す

る
僧
堂
を
立
て

玉
、
そ

の
内
部

の
機
構
を
整

へ
た

の
で
あ

る
。
身
,

分

の
高
下
を
論
ぜ
ず
學
衆

は
凡

て
曾
朧
に
從

つ
て
順
位
を
定

め
る
。
夏
次
は

僧
蝋

を
撒

へ
る
に

は
夏
安
居

の
籔

に
依
る
か
ら
鱈
膿
を
指
じ
、
其

の
次
第

に

依

て
安

排
し
て
位
置
が
定
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
此

の
鮎
に
修
行
中
心
主
義

が
よ
く
現

は
れ

て
い
る
。

価

臥
必
斜

一枕
駄
唇

幻
右
吉
群
睡
者
。
以
二
其
坐
輝
甑
久
幻
略
便
息
而
巳
。

㌔
具

二
四
威
儀

噌

宋

高
僧
傳
に
は

古
法
…規

に

つ
い
て

臥
必
翻
二枕
楚

殉謂
二之
糟
刀
睡
崎爲
二其
暉
既
久
一略
偶
息
耐
巳

大
宋

鱈
史
略

に
は

坐
歓
帯
刀
劔
臥

と
あ

る
か
ら
、
長
蓮
駄
ほ

坐
輝
す

る
床
で
あ
り
。
斜
臥
は
坐
輝

の
歓

ん
だ
.

'
時
な
す
も

の
で
あ

る
。
帯
刀
斜
臥

ば
帯
刀
睡
と
呼
ぶ
瀦

で
熱
枕
縫

の
臥
睡
.

で
あ

る
。

㈹

除
二
入
室
請
釜
℃
任
二
學
者
勤
怠
幻
或
上
或
下
。
不
レ
拘
二
常
準
ゆ

入
室
は
學
衆
が
佳
持
長
老
の
室

に
猫
滲
し
て
滲
問
す

る
こ
と
で
、
請
釜

は

佳
持
長
老
が
滲
學
者
に
教
示
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、
参
學
者
が
釜
を
請

ふ
か

ら
師
家
が
與

へ
る
融
で
斯
く
名
付
け

る
。

「
有
二
朝
.滲
暮
請
之
禮

一」
へ大
宋
僧

史
略
)

と
あ

る
如
く
、
朝

夕
に
之

を
行
う
か
ら
、
之
を
除

い
て
は
坐
輝

の
勤

怠
を
學
衆

に
任

せ
た

と
見
え
る
。

「
或
上
或
下
」

は
前

の
高
下

と
同
じ
意
味

か
然
ち
ば
。
上
を
先
に
す
る
か
・
,下
を
後
に
す

る
か
の
常
準
が
無

い
と
云
・フ

意

味
か
と
も
考

へ
ら
れ
る
。
學
者

墜
學
衆
、
参
墨
者

と
同
じ
で
修
行
者

の
事

で
あ

る
や

,

㈹

其
閣
院
大
衆
o
朝
参

夕
聚
。
長
老
上
堂
陞
堂
。
主
事
徒
衆
。
雁
立
側
レ聡

Q
.

賓
主
間
酬
。
激
一蕩

宗
要

一者
。
示
二
依
レ
法
而
佳

一也
Q

と
あ
る
。
文
中

に
長
老
、
圭
事
、
徒
衆
、
と
の
三
段
階
が
現

は
れ
て
い
る
、

の
を
見
る
の
で
あ

る
。
そ
の
申

で
、
長
老

は
佳
持

を
指

し
、
圭
事

は
叢
林

の

共
同
生

活
を
運
管
す

る
爲

の
種

々
の
分
職
で
あ

つ
て
・
後
に
知
事
と
呼
ば
れ

る

の
に
當

る
。

つ
ま
り
叢
林

の
幹
部
と
目
さ
る
べ
ぎ
も

の
で
あ
る
。
こ
の
分

職

の
種
類

に
付

い
て
百
丈
清
規
の
原
本

に
ど
れ
だ
け

の
名
が
雛
げ

ら
れ

て
い

た
が

は
不
明

で
あ

る
が
。
此
威

に
後
代

の
上
堂

の
爾
班

の
起
源
を
う

か
が

ひ

知

る
こ
と
が
出
來

る
。
,叉
後

世
の
佳
持

の
傳
法
が
麓
重
さ
れ

る
理
由
が
明
確
響

に
さ
れ
て

い
る
。

!

八
五



の

縄

學

研

究

(

一
)

(
二
)

(
三
)

⑳

齋
粥
随

宜̀
。
二
時
均
平
。
其
節
瞼
者
Q
表
二
法
食

讐
運

一也
Q
行
二
普
請

法

一上
下
均
レ力
也
。
署
二
十
務

一謂

二之
寮
舎
喝
毎
用
二首
領

一
人
幻
管
二
多
人

璽

令
・各
司
・蕎

(謹

轟

魏

一蠣

鬼
繰

(
一
)
傳
灯
本
勅
修
本

は

「
遍
者
」

と
あ
.る
。
(
↓一)
勅
修
本
傳
灯
本

に
は
「
務
二
予
:
:
」
と
あ
る
。
(
三
)勅
修
本
傳
灯
本

に
は
な
し
。

(
四
)
割
註
は
勅
修
本

に
は
な
し
。

宋
高
償
傳

に
は

'陥
「
宜
示
二
節
倫
歴
也
Q
行
二
普
諸
法

一示
二
上
下

均
レ
力
也
。

と
あ

る
。
齋

は
午
食
。
粥

は
朝
食

の
二
食

で
賓
主
亦
均
等

に
食
し

、節
瞼

に

務
め

る
の
は
、
食

あ
ら
ば
法
が
修
せ
ら
れ

、
法
が
修

せ
ら
れ
ば

、食
が
到

る
黙

で
法
食

讐
運

を
表
す

る
の
で
あ
ら
う
。
普
請

は
作
筋

の
し
』
乏

で
、
師

本
弟

子

も
凡

て
之

を
な
す

か
ら
力
を
均
し
く
す
る
に
外
な
ら

ぬ
。
百
丈

の

二

日
不
レ

作
〇
一
日
不
ソ食
」
が
う
か
が
ひ
知

る
事
が
出
來
る
O
「
置
二
十
務

一」
の
十
務

は

明

確
で
は
な

い
が

、下
文

に
飯
頭

、
楽
頭
及
び
侍
者

、
維
那
な
ど
が
見
え
て
居

る

の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
維

那
は
衆
曾

の
修
行
生
活

一
般

の
ん監
督

に
當

り

漏進
…退
威
儀

の
指
導
も
な
す
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
後

に
知
事

の

一
人

に
組

入

ら
わ

て
い
る
職
名

で
あ

つ
て
、
琿
苑
清
規

に
は
維
那

に
並
ん
で
監
院

、
典
座
、

慮

歳

の
名
も
見
え
て

い
る
か
ら
、
恐
ら
く

こ
の
三
者
も
百
丈
清
規
の
原
本

に

は
記
載

さ
れ
て

い
た
も

の
で
あ
ら
う

と
想
像
さ
れ
る
。
飯
頭
、
蘂
頭

は
や
は

り
後

世
の
知
事

の
下

に
位
し
た
・
頭
首

の

一
員

と
考

へ
ら
れ
る
。
此
れ

に
つ

い
で

は
割
註

に
は
、「
主
レ飯

者
自
爲
二
飯
頭

幻
主
レ蘂
者
自
爲
二
漿
頭

ご

と
あ

る

の
み
で
あ
る
が
、
そ

の
後

に
、「
他
皆
微
レ
此
。
」

と
あ
る
か
ら
他

に
本
頭
首

に

相
當
す

る
役
名

が
種

々
定
め
ら
れ

て
い
た

の
で
あ

ら
う

と
推
知

せ
ら
れ

る
。

大
宋

偶
史
略

に

有

二
朝
屡
暮
請
之
禮
叩
随
二石
薦
木
魚
叩
爲
二節
度
幻
可

レ宗
者
謂

二之
長
老
ゆ
陥

八

六

從

者
謂

二之
待
者
幻
主
レ
事
者
謂
二
之
寮
司

一共
作
者
謂
二
之
普
華

と
あ

る
か
ら
主
事

は
寮

司
で
、
寮

司
は
飯
頭
な

ど
を
指
す
の
で
あ

る
。
侍
,

者

は
佳
持
、
長
老

に
侍

す
る
者

で
あ

る
。
更
に
大
衆

は
凡

て
石
薩
木
魚

に
依
ト

て
律

せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

'

然

し
て
叢
林

の
建
物

と
し
て
寮
舎
が
置
か
れ

て

い
る
。

こ
れ
は
後

に
は
庫

裡

と
呼

ば
れ

て
い
る
も
の
で
諸
般
の
寺
務

を
司

る
場
所

で
あ
る
。
以

上
叢
林

内

の
建
造
物
を
総
合
し
て
見
る
に
、
方
丈
、
法
堂
、
僑
堂
、
庫
裡

の
四
つ
が

あ

る
。
此
等

の
配
合
に
依

て
叢
林
内
.の
境
内

が
構
成
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ら

う
。
此

の
四

つ
の
名
繕

と
配
置

と
が
定
め
ら
れ
、
夫

々
の
持

つ
役
割

や
丙
部

の
規
範
が

=
疋
の
形
を

と
つ
た

の
で
あ

る
。

(
一
)

㈹

或
有

下
假
レ號
蠣

レ形
混
唱手

清
衆
鱒
並
別
致
山
喧
擁
之
事
上
。
即
堂

司
維
那
、

(
二
)

槍
羅
。
抽

二下
本
位
掛
搭

一横
令
・
出
レ院
昔
貴
安
二
清
衆
一
也

(
一
)
堂
司
を
傳
灯
本
勅
修
本
は
「
當
」
と
す

る
。
(
二
)
傳
灯
本
勅
修

本

は
「
者
」
と
す

る
。

(
【)

(土
)

㈹

或
有
二
所
犯

一即
須
下集

ゾ衆
以
二
桂
杖

一杖
レ
之
。
焚
二
焼
道

具
一
蓬
從
二
偏

門

一而
出
上
者
示
二
恥
辱

一也

二

)
「
或
有
二
:
・
」
を
傳
灯
本
勅
修
本

は
晟

彼
有
二
…

.」
と
あ
る
9

(
二
)
以
下

を
傳
灯
本
勅
修
本

は
「
郎
『以
二
柱
杖

一杖

レ
之
集

v舜
燈
二
衣

鉢
道
具

二
遣
遜
從
二
偏
門
一
:
:
」
と
あ
る
。

大
宋

僧
史
略

に
は

或
有

レ過

者
主
事

示
以
二
柱
杖

一焚
二
其
衣
鉢

一謂
二
之
誠
罰
幻

曲

此
等
は
懲
罰

で
嚴
格
な
制
裁

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
一
)

(
二
)

(
三
)

(
四
)

㈹
凹

詳

二
此
條
制

}有
こ
四
種
釜
噸
一不
レ
汚
二清
衆

一生
「一恭
信
心
殉故

三
業

不
霊
R

(
五
)

不
レ可
二
共
佳

一準
レ
律
合
下
用
一梵
壇

一治
此
之
。
當
駆
出
レ院

溜
衆
既
安
恭
信

(
六
)

生
　
。
二
不
レ
殿
二
僧
形
一
徊
二佛
制

一故
随
ソ
宜
懲
罰
得
レ留

こ
法
服

】後
必
悔
γ



(
七
)

(
八
)

之

。
三

不
レ
擾

二
公

門

一省

二
獄

訟

一故

Q
四

不

レ洩

二
干

外

一護

二綱

宗

一故

Q
四

(
九
)

來
同
居
凡
聖
敦
辮
。
且
如
來
懸
世
筒
有
二六
群
之
當
発
況
今
像
宋
量
得
二全

(
一
〇
)

無
⑩
見
二
有
輩

一但
見

…
ご
僧
有
P
過
。
使

雷
同
識
請
。
殊

不
レ知
以
二
輕

γ衆

(
=

)

(
圃
二
)

慢

レ法
其
損
釜
甚
大
。
今
暉
門
若
無
二
妨
害

一者
。
宜
下依

二
百
丈
叢
林
格
式

一

(
=
二
)

量
γ
事
匠
分
幻
錐
二
立
ソ法
防
レ
姦
未
レ
爲
」
賢
士
幻然
蜜
可
二有

レ
法
而
無
P
犯
。

(
一
四
)

不
γ
可

二有
レ
犯
而
無
P
教
推
二
百
丈
暉
師
護
法
之
釜

一其
爲
レ
大
莫
。

(
一
)
勅
修
本
傳
灯
本

に
は
「
此

一
條
制
」
と
あ
る
。

(
二
)
勅
修
本
傳

灯
本

に
は
無

し
。
(
三
)
勅
修
本
傳
灯
本

に
は
「
心
」
無

し
。
(
四
)
傳
灯

本
は
コ
ニ
業

不
喜

:
:
安
泰
信
英
L
迄
を
割
註
と
す

る
。
(
五
)
傳
灯

本
は
「
梵
壇
法
」
と
す

る
。
(
六
)
「
随
レ宜

:
:
必
悔
レ
之
」
迄

を
割
註

と
す
る
。
(
七
)
傳
灯
本
勅
修
本

は
「
宗
綱
」
と
す
る
o
(
八
)
以
下
最
後

迄
傳
灯
本
は
割
註

と
す

る
。

(
九
)
「
何
見
二
有
輩
」
は

傳
灯
本
勅
修

本

に
は
無
し
。

(
一
〇
)
「
同
し
を
傳
灯
本
勅
修
本
は

「
例
」
と
す

る
。

(
一
一
)
傳
灯
本
勅
修
本

に
は
「
若
稽
無
二
妨
害

こ
と
あ

る
。

(
=

】)

勅
修
本
は
「
規
式
」
と
す

る
。
(
一
三
)
勅
修
本
傳
灯
本
は
「
不
」
と
あ

る
ゆ

(
一
四
)
勅
修
本
傳
灯
本

は
「
其
大
臭
哉
」
と
あ
る
。

こ
れ

は
懲
罰

の
四

つ
の
効
果

を
暴
げ
た
も

の
で
あ

る
。

(
三
)

(
四

)

(

一
)

(
二
)

圏

今
琿
門

別
行
由
二
百
丈

一之
始
略
薇
期天

要

一偏
示
一一後
來
學
者

一令

レ忘
二

其
本

一也
。

(
一
)
勅
修
本
傳
灯
本

は

「
濁
」

と
す
る
。
(
ご
)
以
下
は
勅
修
本

は

「
自

此
老
一
始
溝
規

大
融嬰
偏

示
二
後
學

一
:
:
」
と
あ
る
。

(
三
)
傳
灯

本

に
は

「
今
略
績
こ
大
要

・
:
・」
と
あ

る
o

(
四
)
傳
灯
本
は
「
示
二
後

代
學
者

こ
と
あ
る
。

之

に
績

い
て
傳
灯
本
は
、
「
其
諸
軌
度
山
門
備
焉
◎
」

と
し
.
勅
修
本
は
、

「
其
諸
軌
度
集
詳
備

焉
。億
幸
切
二
容
旨

一捌
二
定
傳
燈

}成
二
書
圖
一進

Q
因
爲

二序

古
清
規

に
つ
い
て

引
一嵜
景
徳

改
元
歳
次
甲
辰

良
月
吉

日
書
」
と
付

加
し
て

い
る
。

こ
れ
鄙

ち
楊

億

の
自
署

と
見
ら
る
可
き

も
の
で
あ
る
が
、
景
徳
元
年

(
一
〇
〇
四
)
は
楊
億

が
傳
燈
録

の
爲

め
に
序
を
書

い
た
歳
で
も
あ
る
。
然

し
て
こ
れ
に
依

れ
ば
楊
・

億

は
傳
燈
録

を
棚
定
せ
る
因
縁

に
依

て
更
に
古
清
規
序
を
書

い
た
と
云
う
の

で
あ
る
が
、
然
ら
ば
時
間
的
に
傳
燈
録
編
纂
後

の
執
筆

と
な
つ
て
之

と
同
文

の
も

の
が
録
中

に
牧
録
さ
れ
て

い
る
事
實

と
符
合
し
な

い
。

一
懸
傳
燈
録

の

剛
定
を
絡

つ
て
後

に
、
更

に
測
定
者
自
身
の
文

を
加
入
す

る
様
な

こ
と
は
殆

ど
考

へ
ら
れ
な

い
。
然

し
て
傳
燈
本
と
勅
修
本

の
末
文

の
墜
化

し
て
い
る

の

は
偶
然

と
は
思

は
れ
な

い
。
明
ら
か
に
本
文
を
し
て
濁

立
せ
る
清
規
書

の
序

な

り
と
信
ぜ
し
め
ん
と
す

る
作
爲

の
跡

が
讃

み
取
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
叉
鱒

燈
本
及
び
勅
修
本
の
末

に
・
「
令
レ
忘
レ
本
也
。
」

と
云
う
鮎
に
存
す

る
の
で
あ

つ
て
こ
の
句
意
よ
り
す
れ
ば
或
は
清
規
書

の
序
文

と
去
う
よ
り
も
背
後

に
漸

く
清
規
の
根
本
精
紳

を
忘
却

し
去
ら
ん
と
す

る
時
代

の
趨
勢

が
看
取
さ
れ
る

(
註
9

)

・

様

に
思
う
。

以
上
の
理
由

に
依
り
勅
修
百
丈
清
規
巻
末

の
古
清
規
序

は
楊
億
の
筆

に
威

る
も

の
で
は
な
く
景
徳
傳
燈
録

の
揮
門
規
式

を

一
部
改
作

し
て
、
之

に
古
清

規
序
な

る
標
題

を
付

し
た
も

の
で
あ
ら
う
。

.

更
に
暉
苑
清
規

の
百
丈
規
編

頽
で
は
謝

に
引
績

い
て
。

諸
方
自

レ古
共
蓮
二所
濟

一衆
務
急
ソ
弊
之
者
、凡

三
十
件

、用
示
二
方
來
切
在
篇

詳
票

↓確
志
維

衛
永
成
二
軌
範
軸
偉
二
醜
遊

一機
聲
無
ソ
流

二
外
聴

一不
二唯
叔

世

暉
林
之
光
茂

噛亦
乃
護
法
之

一
端
耳

、其
事
件
名
数
條
牒
如
γ
左

と
あ

つ
て
、
以
下

三
十
件
が
述

べ
ら
れ

て
あ

る
。
こ
れ
等

は
凡
て
暉
苑
清

規

の
著
者

の
言

で
あ
ら
う
。
其

の
内
容

は
大
艦
詳

細
に
日
常
生
活

の
行
動

の

規
定
並
び
に
禁
止
箇
慷
が
羅
げ

ら
れ
て
あ

る
。
そ
れ
泥
け
叢
林
が
遊
惰

に
流

れ
た

こ
と
を
現

は
し
て
い
る
の
で
あ
ら
・γ
。

八
七



輝

學

研

究

八
八

以
上

で
以

て
、食
丈
の
制
定

し
た
庭

の
清
規

の
内
容
を

は
か
り
知
る
事
が
出

來

る
の
で
あ

る
が
、
其

の
根
本

は
大
宋
僧
史
略

に
、「
凡
諸

新
例
豚
號
二
叢
林
輔

與

レ律

不
レ同
自
二
百
丈

一之
始
也
。
」
と
云
ひ
叉
宋
高
曾
傳

に
も
「
其
諸
制
度
與
二

既
尼
師

一
一
倍
柏
翻
Q」

と
あ

る
様

に
、
律
制
そ

の
ま

玉
で
は
な

か
つ
た

の
で

あ

る
。
宋

高
僑
傳

の
系

に

「
錐
ソ
非
二
佛
語
制

「諸
方
爲
二清
潭

一不
レ
得
レ
不
レ
行

也

。
」
と
結
ん
で
居

る
か
ら
、
律
制

の
ま

玉
で
は
無
く

と
も
よ

い
わ
け

で
あ

る
。

叢

林

に
は
叢
林

に
適
す

る
清
規
が
立

て
ら
れ

る
の
は
當
然

で
あ
ら
う

と
思
う
。

又
あ
く
ま

で
嚴
格
に
修
行
中
心
や
現
存
清
規

の
精
帥
を
基

礎
付
け

て
い
る
酷

に
於

て
、
若

し
も
現
存
清
規
書

の
編
者
が
こ
れ

を
見
た

と
す
る
な

ら
ば
、
内

容

は
現
在

と
は
相
當
攣

つ
て

い
る
で
あ
ら
う

と
思
う
。

註
1

註 註 註 註 註 註 註
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註
軌

宇
井
伯
壽
署
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宗

史
研
究

八
ご
頁

宮
坂
哲
丈
一者

欄脚
に
於

け
る
人
間
形
成
六
冒
ハ

魍
堂
集
巻
四

百
丈
懐
海
傳

景
徳
傅
燈
録
巷
六
百
丈
懐
海
輝
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宋
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式

輝
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研
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三
十

一
號

(
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十

四
年

七
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螢
行
)

至
元
後
戊
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春

三
月
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あ
る

(
一
三
三
八
)

績
藏
経
第

ご
編
第
十
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套
第

一
冊

綾
藏
経
第

ご
編
第
十

七
套
第

一
珊

宇
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壽
著

佛
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研
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及
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頁
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八
五
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輝
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三
十

一
號
木
村
艀
雄
氏
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古
情
規
考
」


